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令和 5 年度 札幌市居住支援協議会 事業報告 

 

１ 居住支援相談窓口「みな住まいる札幌」の運営  

 

（１）相談窓口「みな住まいる札幌」の安定的な運営 

ア みな住まいる札幌相談窓口、出張相談において、民間賃貸住宅等の紹介や 

生活支援サービス等の紹介を行った。 
①みな住まいる札幌相談窓口実績 

 電話相談件数 来所相談件数 合計 入居決定件数 

令和２年度 389 475 864 86 
令和３年度 732 432 1164 91 
令和４年度 520 845 1365 116 
令和 5 年度 317 1034 1385 

前年より 20 増 
220 

前年より 104 増 
②出張相談会実績 

社会福祉協議会アトリウムで月２回合計 24 回、フェアなどのイベント 
５回（10 日間）に出展した際に出張相談窓口を開設した。 

 アトリウム相談件数 フェア相談件数 合計 

令和２年度 15 ― 15 
令和３年度 17 ― 17 
令和４年度 37 48 85 
令和 5 年度 49 51 100 

     ※コロナウイルスの影響で令和２、３年度についてはアトリウム相談会が 
中止になった月がある 

 ③相談窓口利用者アンケート結果（6 月～３月） 
 電話相談件数 

配布枚数 570 
回答数 260 
回収率 45.6% 
住まいの課題改善への満足度 87% 
相談員の対応への満足度 97% 

    ※2 月から窓口でのアンケート回収時に謝礼品の配付を開始したことに 
    より、回収率が向上した。 
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（２）相談窓口で多種多様な相談に対応するための居住支援に関する連携の強化 

 

ア 居住支援法人ガイドブックの作成（別紙 P1） 

 ①北海道居住支援協議会と連携し、実態を把握できていなかった居住支援
法人の得意な支援を整理し、ガイドブックを作成した。 

 ②みな住まいる札幌、札幌市生活就労支援センターステップ、区役所など
に配架し、居住支援法人を紹介する際に使用 

 ③ガイドブックの活用が見込まれる福祉部局の相談を担当する係の会議 
に出席し、活用方法を説明した。 
 

イ 関連団体との情報交流 
 相談事例報告会を毎月開催し、課題について整理・検討を実施した。 
 

ウ 居住支援法人との連携（別紙 P2） 
 外部有識者を招いた勉強会や研修会を実施した。 

 【第１回 勉強会「居住支援法人のこれから」】 
令和 5 年 9 月 28 日､市民活動プラザ星園 
参加者：勉強会 24 名 
 ・家族機能が不十分な孤独・孤立問題への対応 
 ・居住支援法人が緩やかな見守りを行う支援付き住宅 
 ・サブリース事業による居住支援法人の事業継続性 

    【第 1 回 研修会「居住支援のこれからについて考える」】 
   令和 5 年 9 月 28 日､市民活動プラザ星園 

参加者：研修会 115 名 
・これからの住宅セーフティネット制度について 

 ・今後の居住支援のあり方について 
 ・パネルディスカッション～『居住支援のこれからについて考える』 

 
【第２回 勉強会「居住支援活動における法令順守、トラブル防止について」】 
令和 5 年 11 月 30 日､かでる 2.7 
参加者：研修会 37 名 

・住宅セーフティネット法における居住支援法人について 
・民間住宅の賃貸借契約などについて 
・居住支援活動におけるトラブル回避のポイントについて 

【第２回 研修会「居住支援協議会など地域での連携について」】 
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令和 5 年 11 月 30 日､かでる 2.7 
参加者：研修会 66 名 

・座間市の居住支援の取り組みについて 
・北海道内での居住支援協議会・居住支援の取り組み 

 
【第３回 研修会「2023 年度 地域ネットワークリーダー研修会」】 
令和 6 年 1 月 12 日､札幌駅カンファレンスセンター 
参加者：研修会 77 名 

・今度の居住支援のあり方、市町村における協議会づくりについて 
・居住支援で求められる行政・不動産・福祉の連携 
・北海道内の居住支援団体の活動報告 
・グループワーク 
 

エ 相談窓口の受託者による自主勉強会 
 多種多様な相談が増えており、相談員個々の相談力のスキルアップのた 

め、居住支援関連団体との情報交換を実施した。 
 
（３）普及啓発・広報活動 

 

ア みな住まいる札幌や居住支援協議会の活動を周知 
①イベントへの出張相談コーナーの出展 

 出張相談先 

１ シルバーライフフェア（別紙 P3） 
２ いきいき健康福祉フェア 2023（別紙 P3） 

３ 年末出張相談会＋（プラス）（別紙 P5） 

４ 知ってほしいな 住宅セーフティネット in チ・カ・ホ（別紙 P4） 
５ さっぽろ生活サポート総合相談会（別紙 P5） 

②冊子等の更新 
 冊子名 

１ シニア住まい情報さっぽろ（別紙 P6） 
２ さっぽろ居住支援人ガイドブック（別紙 P7） 
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③公共交通の掲示等を活用した広報 
 広報内容 
１ 地下鉄ステッカー広告(別紙 P8) 
２ 地下鉄構内電照ポスター（北 24 条、白石、東区役所前） 

（別紙 P8） 
３ 地下鉄ポスター掲示（12 月）（別紙 P8） 

④その他 
 広報内容 

１ フリーペーパーの同配（ふりっぱー）（別紙９） 
⇒「地域新聞ふりっぱー」２月号に、みな住まいる札幌のチラ
シを同時配布する。札幌市内の高齢者が多い上位５区へ配布
した。（南区、厚別区、手稲区、清田区、西区の一部） 

２ イベント用普及啓発品（バックパネル等）の作成（別紙 P4） 
居住支援協議会名入れタオルの作成（1000 本）の作成 
⇒相談窓口に来た際にアンケート回答者へ謝礼品として配付
した。 

３ ホームページの運営 

 

２ 補助事業                 

 

（１）補助事業の実績と改正 

 

●見守り機器設置費等に対する補助制度の運用 
令和３年度 10 申請 97 戸（2,970 千円） 
令和４年度 2 申請 22 戸（660 千円） 
令和 5 年度 0 申請 
 

 ●要綱要領の改正 
  補助対象の変更（居住支援法人が所有する物件とサブリース物件まで拡大） 



４.令和５年度事業報告 １.居住支援相談窓口みな住まいる札幌の運営

1

（２）居住支援に関する連携強化・情報交流

（１）みな住まいる札幌の安定的な運営

○居住支援法人ガイドブックの作成

別紙



2

○居住支援法人との連携
・研修会、勉強会を３回実施

○関連団体との情報交流
・相談事例報告会を月１回開催し、WGにて情報共有

○相談窓口の受託者による自主勉強会
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（３）普及啓発・広報活動

【シルバーライフフェア】
9月21日(木)、22日(金)

【いきいき健康・福祉フェア】
10月13日（金）～15日(日)

○イベントへの出張相談コーナーの出展
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【知って欲しいな住宅セーフティネットinチ･カ･ホ】
1月11日(木)～14日(日)

主催 北海道居住支援協議会 共催 札幌市居住支援協議会



5

【年末出張相談会＋】
12月5日(火)～26日(火)
のうち4日間出展

【さっぽろ生活サポート総合相談会】
3月9日（土）、16日(土)
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○冊子等の更新
【シニア住まい情報さっぽろの更新】

※３月末発刊予定
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【さっぽろ居住支援ガイドブックの更新】
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○公共交通の掲示等を活用した広報

【地下鉄ステッカー広告】
1月1日(月)～31日(水)

【地下鉄構内電照ポスター】
北２４条駅・白石駅・東区役所前駅

【地下鉄駅ポスター掲出】
12月9日(土)～1月8日(月)
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○その他
【フリーペーパーへのチラシの同配】

【ふりっぱーへのチラシの同配】
２月号（１月４週配達）

南区、厚別区、手稲区、清田区、西区の一部



２.補助事業

10

○見守り機器設置費等に対する補助制度の運用

・１月に対象を居住支援法人の所有物件とサブリース物件
に拡大する要綱を改正したものの利用はなし

・協議会員から事前アンケートをとったところ、拡大の意
見が多かった

居住支援法人の管理物件、賃貸住宅の管理業務等の適正化に
関する法律に基づいた管理業者の管理物件などに条件を拡大
する方向で検討


